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明
暗
初
年
に
於
け
る
H
本
極
端
問
へ
の
内
省

間
関
砕
日
本
粧
済
へ
の
内
省

1届

江

藤

1~ 

明
治
一
例
年
の
強
烈
な
殖
産
興
業
政
策
は
、
い
ふ
迄
も
な
〈
欧

米
資
本
主
義
勢
力
に
針
抗
す
る
陀
足
る
べ
昔
我
岡
経
済
力
の
一
念

蓮
な
る
充
貸
主
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は

我
図
が
粧
怖
の
殻
遣
に
於
て
欧
米
諸
闘
に
封
し
著
し
〈
後
れ
て

ゐ
る
と
い
ふ
事
賓
の
内
省
に
基
い
て
行
凶
れ
た
も
の
で
あ
る
と

と
も
勿
論
で
あ
る
ロ
か
、
る
内
省
一
は
、
羽
も
直
接
・
間
接
忙
欧

米
の
賓
欣
に
網
れ
た
人
士
の
胸
中
に
匹
胎
し
た
と
と
あ
で
あ
っ

て
、
玩
に
幕
末
に
於
て
も
佐
久
間
象
山
・
紳
問
孝
平
・
繭
岨
開
設

吉
等
は
、
或
は
書
簡
・
上
書
に
、
或
は
著
書
に
、
モ
白
内
省
を

吐
露
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
明
治
初
年
、
殖
産
興
業
政
策
が
本

格
的
に
始
ま
る
迄
に
、
こ
の
内
省
に
最
も
大
き
左
機
脅
を
奥
へ

た
も
の
は
、
明
治
四
年
十
四
月
上
力
六
年
九
月
忙
亙
っ
て
行
は

れ
た
特
命
全
機
大
使
岩
倉
具
腕
一
行
の
米
欧
巡
同
で
あ
ら
う
。

一
行
忙
加
は
れ
呂
故
久
米
邦
武
博
士
の
事
陀
成
る
そ
の
巡
周

とせ記
ろら古玉
でれ「ヘ1哩特
あん大命告書
る今1lI!土石

で芸書 Z
K 重 23 巻

;五た f国
の史事
意料塁
味と止
陀主主と
於 J つ題
けてし
る ゐ て
内る明
省乙治
がと十

喜は一
周年

に 知 忙
如rD _1: 
{可と枠;

ムノ、
F、

第

腕

プ，
A 

様
陀
示
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
以
下
二
三
白
結
に
つ
い
て
約
介
し
ょ

ろ
と
思
ム
。
本
書
を
播
け
ば
、
金
五
編
五
冊
の
閥
虫
歯
よ
り
惜
尾

忙
至
ろ
ま
で
、

一
言
半
句
と
離
も
内
省
の
表
現
た
ら
ざ
る
は
な

し
と
郁
ず
る
も
過
一
一
首
で
は
た
い
。
併
し
恥

hm

列
血
弔
す
る
は
煩
に

様
へ
ざ
る
と
乙
る
で
あ
り
、
ま
た
無
意
味
に
堕
す
る
恐
れ
あ
る

を
以
て
、
共
後
共
醐
開
化
せ
ら
れ
た
殖
産
興
業
政
策
と
の
闘
聯
に

於
て
軍
要
た
り
と
思
惟
す
る
二
、
三
の
献
を
摘
記
す
る
に
止
め

る。

図
民
の
官
に
つ
い
て
徳
本
財
米
の
忠
怨
白
下
に
永

い
間
生
荷
を
続
け
て
J

来
た
日
本
人
の
限
に
、
欧
米
諸
国
が
政
府

4 
人
民
共
に
財
を
重
ん
じ
、
以
て
官
狙
を
致
せ
る
欣
態
が
如
何
に

映
じ
た
か
。
こ
れ
は
本
書
の
至
る
と
己
ろ
に
散
見
す
る
が
、
試

み
に
モ
の
一
ケ
所
を
抽
記
す
る
に
充
の
如
く
で
あ
る
。

『
抑
人
民
的
位
選
に
て
議
員
E
拘
し
宜
桂
田
植
を
執
る
は
、
融
桝
一
椴



の
語
法
に
し
て
、
此
治
的
最
も
支
那
・
日
本
に
即
時
る
所
な
り
c
此
誌
の

行
は
れ
し
は
癖
応
時
代
よ
り
涯
悔
し
、
時
代
に
土
り
塑
化
し
た
れ
E
も、

畢
覚
貿
易
を
重
ん
ビ
曾
祉
協
同
の
胤
俗
よ
り
生
ず
る
所
な
り

f
支
那
・
一

日
本
白
人
民
は
、
原
車
農
耕
自
前
白
風
俄
に
て
、
修
身
を
政
治
目
主
義
一

と
し
、
財
産
を
重
ん
ぜ
ざ
る
に
よ
り
、
立
法
上
に
て
肝
自
由
主
義
を
桂
一

た
れ
ば
、
民
権
い
か
ん
、
特
権
い
か
ん
に
於
て
は
晴

r馬
耳
凧
な
る
の
一

与
な
ら
ず
、
反
て
其
擢
を
抑
臨
し
て
、
艶
凪
移
併
の
良
模
と
す
る
も
の
一

L

如
L
。
敢
に
政
治
国
安
の
諭
は
、
常
に
則
産
ょ
に
於
て
註
意
を
な
さ
一

ず
、
君
子
小
人
判
然
と
し
て
別
界
た
な
す
に
よ
り
、
漸
々
に
貧
弱
に
陥
一

る
を
致
せ
り
。
東
西
洋
の
隔
り
に
困
て
民
自
習
慣
を
具
に
せ
る
は
、
政
一

拍
白
様
子
も
異
な
る
べ
き
こ
そ
主
情
な
れ
E
も
、
方
今
惟
界
舟
僻
柿
沼
一

じ
貿
易
占
禁
惜
の
m

置
と
な
り
て
は
、
圏
構
を
入

7
し
悶
盆
を
保
つ
に
は
、
一

凶
民
上
下
一
利
し
て
、
帯
一
に
財
産
を
重
ん
ピ
情
強
を
致
す
に
段
高
を
一

陣
(
せ
ざ
Z
べ
か
ら
ず
。
立
法
の
躍
は
此
よ
り
生

f
る
な
り
』
(
第
二
鯛
一

七一一一

l
四

頁

)

一

一
一
『
土
地
を
耕
種
L
化
形
品
の
牧
穫
を
な
す
は
、
阿
よ
り
穀
物
に
止
ら
ざ

米
闘
に
於
け
る
支
那
人
弊
働
者
排
尿
問
題
干
南
北
戦
争
に
閥
ー
一
る
こ
主
今
に
し
て
而
後
に
捕
ら
ざ
れ

r
t
日
本
の
風
俗
は
只
韓
の
み

一
を
重
ん
じ
、
闘
の
貧
官
も
穀
を
軌
設
す
る
多
嘉
に
て
較
す
る
に
至
る
。

説
せ
る
個
所

K
於
て
も
『
西
洋
の
一
令
一
一
法
み
た
人
民
の
財
産
一
ー

是
工
商
未
だ
興
ら
ず
、
生
活
白
未
聞
な
る
に
凶
る
な
り
。
韓
拘
は
人
民

一
般
回
生
活
を
保
織
す
る
に
切
要
な
る
食
川
品
な
れ
ば
、
融
洲
に
で
も

之
を
耕
稼
ず
る
を
怠
る
に
は
あ
ら

F
、
又
貿
易
上
に
於
て
も
穀
の
需
用

は
持
だ
英
大
な
る
こ

A
明
瞭
な
れ
ど
も
、
地
利
を
講
ず
の
目
的
に
於
て

も
、
三
品
も
離
を
耕
す
に
は
止
ら
ず
、
只
最
も
利
多
き
も
の
を
耕
す
に
あ

り
。
故
に
農
産
自
程
調
は
一
に
し
て
足
ら
ず
』
(
第
五
嗣
、
一
九
二
一
一
一

生
理
を
審
査
し
、
共
保
護
の
要
肖
を
央
は
ざ
る
を
主
と
す
る
に

よ
り
、
情
理
明
白
た
る
こ
と
も
容
易
に
決
行
す
る
に
至
ら
や
。

是
共
能
富
強
を
保
つ
所
た
り
』
(
博
一
綱
、
八
九
頁
}
と
述
べ
て
、

一
岡
宮
視
の
た
め
陀
人
民

D
財
産
を
章
ん
宇
べ
き
こ
と

J

を
力
説

別
措
初
年
に
於
け
る
日
本
牌
桝
へ
の
内
省

し
て
ゐ
る
の
財
を
重
ん
じ
間
宮

E
旺
ん
た
ら
し
む
る
具
情
的
内

容
は
、
農
工
商
を
振
起
す
る
に
あ
る
。
先
づ
欧
米
の
農
業
が
全

権
日
行
白
限
に
如
何
に
映
じ
た
か
。

農
業
に
つ
い
て
「
欧
洲
人
、
東
狩
諸
闘
を
許
し
農
閥

と
い
ふ
は
、
農
に
巧
な
る
に
非
宇
、
農
業
の
↑
洛
の
み
や
h
閲

固

け
た
石
な
り
。
猶
旬
加
利
閣
を
評
し
て
欧
洲
の
愛
野
と
謂
ふ
と

同
じ
。
欧
洲
原
生
の
v唱
に
於
て
術
を
斑
ず
は
、
営
に
工
商
の
み

に
あ
ら
十
、
(
中
略
)
欧
洲
の
農
業
を
務
め
る
こ
と
年
々
精
に
入

と
は
、
最
も
切
寅
な
内

る
如
此
し
」
(
第
一
一
一
師
、

一
一
一
一
一
同
瓦
)

省
A
U
表
現
と
し
て
受
取
ら
れ
る
が
、
更
に
花
来
白
日
本
提
唱
市
の

不
振
の
原
因
を
札
し
て
弐
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

第
L
Z

十
七
巻

第

腕

~ 
/、

九

六
九

、



明
抽
初
年
に
於
け
る
日
本
融
持
へ
の
内
省

頁
) い

や
心
は
、
農
業
の
商
業
化
に
於
て
我
岡
が
頗
る
後
れ
て
ゐ

る
こ
と
を
指
摘
せ
る
も
の

h
如
〈
で
あ
る
が
、
と
の
献
は
米
国
一

の
勤
農
寮
を
硯
察
せ
る
際
に
も
行
の
注
意
比
土
っ
た
と
己
ろ

F

で
あ
っ
て
、
モ
己
比
は
『
農
事
を
勧
奨
す
る
忙
は
訓
上
と
賓
験
一

ル
」
互
に
備
り
、
市
八
時
地
宜
陀
勝
巳
掃
種
よ
り
収
穫
に
至
る
ま
で
一

長
雪
月
日
を
経
過
す
る
際
忙
、
種
々
の
礎
化
を
陸
試
し
、
己
に

。
。
。
。
。
。
。
。
。

o
n

。
。
。
。
。
。
-

牧
納
白
後
に
、
運
搬
し
て
市
場
に
侭
を
得
て
、
需
要
白
人
民
供
一

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

一

給
を
遂
ぐ
を
以
て
日
日
終
功
と
す
』
(
第
一
嗣
二
間
二
頁
)
と
書
か
れ
一

て
ゐ
る
。

右
の
勅
喪
胤
却
下
関
口
E
H
E
E同
国
丘
】
)
の
事
業
、
米
欧
に
於
け
る
十

科
撃
的
農
法
の
設
建
、
勧
農
舎
此
(
庫
業
組
合
の
事

ι
c
o普
及
、
一

長
業
博
覧
合
の
時
設
た

E
、
興
農
施
設
に
言
及
せ
る
と
己
ろ
多
一

堂
一
よ
り
察
す
れ
ば
、
農
業
固
と
栴
し
た
が
ら
農
業
円
未
だ
近
代
f
一

化
せ
ざ
る
我
閣
の
欣
態
が
、
一
行
の
脳
裏
忙
如
何
に
映
じ
た
か
一

ほ

、

い

は

や

し

て

明

か

で

あ

ら

う

。

一

，、

一
行
が
各
種
工
揚
を
腕
察
見
山
中
し

工
喰
に
つ
い
て

て
、
機
械
的
生
産
様
式
の
興
隆
忙
限
を
隣
っ
た
と
と
は
い
ふ
迄

第
五
十
七
巻

七
O 

静

臨

七
O 

も
な
、
い
が
、
そ
の
結
論
と
し
て
到
達
せ
る
と
己
ろ
は
凡
モ
突
の

三
鮪
で
あ
っ
た
。

一
、
機
械
的
生
産
自
幕
礎
と
し
て
製
織
業
を

電
ん
十
ぺ
き
と
と
、
三
、
美
術

ι婆
よ
り
も
大
量
的
生
活
必
需

品
工
業
に
雷
ル
軸
在
世
〈
べ
き
こ
と

一
一
市
工
業
蔑
脱
の
思
想
を

排
除
す
べ
き
乙
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

先
づ
第
二
ω
献
に
つ
い

τは
、
例
へ
ぽ

『
農
枚
目
口
業
の
み
に
で
凶
町
生
意
を
諮
し
難
し
。
如
何
と
な
れ
ば
南
積

も
耕
し
食
ふ
を
し
る
、
北
枕
も
牧
し
日
肘
る
を
知
る
e

生
て
食
し
、
食
し

て
到
す
、
棒
々
感
々
域
中
の
み
ae
其
開
智
な
る
に
及
ベ
ぽ
、
利
川
以
て

ば
生
の
誌
を
盛
ん
に
し
、
砥
業
興
り
製
作
巧
hm
な
り
c
(
中
略
)
繭
業
園

ら
ざ
る
時
代
を
回
附
せ
ば
、
憐
む
べ
き
の
生
意
な
ら
ん
。
挫
で
鋼
磁
を

採
り
金
銀
に
且
玉
。
三
品
会
同
貴
重
せ
ら
る
ま
で
は
、
是
を
企
同
時
代

と
訓
て
中
世
に
比
す
。
銅
費
は
軟
に
し
て
蒋
棋
に
通
せ
ず
、
必
ず
墜
剛

の
踏
を
化
冶
ず
る
を
知
て
、
始
め
て
利
用
の
耕
に
つ
き
た
り
左
前
べ
し
ロ

餓
破
の
附
民
に
貴
重
せ
ら
苔
を
織
の
時
代
ー
と
前
、
来
欧
諸
凶
は
方
に
此

時
代
に
す
L

品
り
。
h

日
本
位
餓
を
川
ふ
れ
E
も
未
だ
化
治
の
術
に
控
暗
一

。J
3

3

0

ず
、
其
利
甚
だ
徴
な
れ
ば
宋
だ
此
時
代
に
並
玄
ず
止
す
)
蝿
冶
の
業
瞳

3

0

9

b

J

o

o

。。
0

3

3

0

3

U

0

0

0

0

0

9

0

0

0

0

ん
な
れ
ば
、
青
磁
換
な
興
り
製
作
精
美
に
し
て
、
其
利
を
農
牧
に
及
ぼ

。す』
(
第
一
綱
、
三
七
二
八
一
頁
)

L

乙
漣
ペ
、
或
は
「
丙
洋
各
開
聞
に
で
製
峨
の
業
盛
た
る
を
以
て

大
小
の
器
械
み
た
購
買
ム
に
易
〈
修
浩
に
使
た
れ
ぽ
、
寄
常
の



鋤
・
惣
・
鍬
・
鎌
の
如
昔
は
肱
式
百
出
し
て
各
珂
長
あ
り
、
水

の
器
械
・
歯
輪
・
助
力
の
搾
の
如
昔
、
民
家
往
々
に
常
用
と
た

し
て
怪
ま
十
。
(
中
時
)

一
般
に
利
用
厚
生
の
具
、
如
此
く
流
布

し
て
、
共
間
に
新
奇
山
稜
明
を
生
己
、
伴
抗
力
豆
大
の
械
具
を
た

す
。
(
中
略
)
之
主
要
す
る
に
、
厚
生
は
利
用
に
よ
る
、
製
鎮
の

業
を
興
し
て
百
械
を
利
す
る
は
.
賓
に
政
事
白
急
務
在
り
』
(
務

問
樹
、
王
一
l
l
五
二
頁
)

と
い
ひ
、
更
に
『
抑
鋼
鎖
の
諸
器
は
百

工
の
共
事
を
著
せ
ん
と
す
、
必
十
先
づ
共

器
を
利
す
』
(
第
五
一
嗣
、
一
三
一
貝
)
、
或
出
『
欧
洲
の
ヱ
墾
に
秀
で
た

工
の
本
資

ιし
て
、

る
は
、
元
来
共
器
械
の
利
た
る
に
占
る
、
利
器
を
製
す
る
は
鍬

冶
白
業
主
波
大
に
す
る
に
あ
り
』
(
同
、
三
七
頁
)

と
説
い
て
ゐ

る。
機
純
生
産
の
護
連
は
大
量
的
生
前
必
需
品
工
業
の
殻
逮
在
意

味
す
る
。
か
く
て
一
行
は
上
述
の
第
二
貼
、
帥
ち
日
本
主
含
む
東

洋
に
於
て
は
、
工
業
に
於
け
る
重
舗
が
美
術
工
謹
に
置
か
れ
で

ぬ
る
こ
と
に
反
省
を
加
へ
た
。
日
〈
『
夫
磁
業
主
語
れ
ば
金
銀

に
注
目
し
、
工
業
を
語
れ
ば
精
日
聞
に
桂
念
す
る
は
東
洋
人
民
自

恨
脅
に
て
、
神
世
の
真
理
主
遺
忘
し
た
る
た
り
。
古
人
も
謂
は

明
治
初
年
に
於
け
る
日
本
経
済
へ
の
内
省

中
品
、
、
先
王
之
於
民
阜
共
財
求
而
利
共
器
用
と
。
工
業
の
品
川
ぷ

ペ
安
一
は
、
元
来
閲
民
の
生
所
在
使
安
に
し
、
持
業
力
を
情
さ
じ

む
る
に
上
る
』
(
第
王
制
、
ニ
ニ
八
頁
〕
と
。
更
に
工
業
と
工
裂
と

の
腕
買
並
に
闘
係
に
つ
い
て
左
の
如
〈
漣
ペ
て
ゐ
る
。

『
工
業
の
産
物
、
人
民
的
阜
附
利
川
を
な
す
、
目
的
を
-
K
蓮
す
る
に
従

ひ
、
工
の
巧
拙
は
人
の
噌
好
に
保
洩
を
生
ず
る
こ
と
自
揖
由
理
な
り
。

き
れ
ば
家
産
高
等
に
伏
せ
る
人
は
、
上
好
口
問
を
競
求
A
J

る
匿
を
準
品
て

ae 

ヱ
義
美
術
の
串
も
絶
て
誕
歩
ナ
。
是
は
工
業
に
て
蒋
郎
を
糊
む
る
に
あ

。。
0

0

0

3

0

0

0

0

つ
0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
。

ら
ず
。
葦
L
人
民
自
勉
闘
E
遁
品
て
官
憾
の
柴
を
工
業
に
繭
L
た
る
な

。り。
東
洋
人
や
h

も
す
れ
ば
、
人
民
必
用
品
の
工
業
を
県
足
に
す
る
ζ

と
を
遺
捕
し
、
直
に
美
術
の
工
を
以
て
工
業
の
目
的
と
な
ず
は
甚
だ
本

末
を
失
へ
り
~u

故
に
東
梓
に
て
名
替
の
工
産
物
を
堪
れ
ば
、
紡
織
に
於

て
絹
吊
、
器
皿
に
於
て
問
、
銅
g

漆
由
美
品
、
其
仙
刺
繍
・
騨
鑓
田
工

に
寓
み
た
れ
E
も
、
器
械
・
器
用
凡
そ
一
般
に
需
用
す
る
工
摩
は
み
な

鹿
な
ら
ず
。
岡
洋
は
之
に
反
L
、
工
業
雄
大
な
札
ど
も
、
手
技
の
巧
帥

風
致
と
耳
術
的
敏
捷
僻
奇
な
る
こ
と
は
東
梓
に
及
ぶ
簡
は
ず
。
怖
・
以

周
岡
最
も
手
技
に
長
ず
。
備
の

1
y
ラ
シ
棟
、
以
の
石
僻
・
抽
嵩
は
欧

洲
に
暗
質
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
、
岡
町
制
盆
と
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
』
(
同

二
三
四
五
頁
)

印
ち
工
業
興
れ
ば
工
婆
亦
信
ん
と
在
る
べ
き
も
、
工
町
日
置
に
長

ゃ
る
の
み
に
て
は
宅
も
岡
宮
を
興
す
に
足
ら
ざ
る
己
と
を
設
い

場

七一

第
五
十
七
巻

事再

抗

七



明
情
初
年
に
於
け
る
日
本
融
情
へ
の
内
省

て、

H
木
荘
来
の
工
業
に
内
省
を
加
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ι
山
〈
D
如
く
東
洋
に
於
て
、
所
謂
工
業
の
務
濯
を
見
た
か
っ

一
行
に
よ
れ
ば
、
閑
官
。
源
来
と
し
て
農
耕
が
専
ら

た
の
一
は
、

重
要
視
せ
ら
れ
、

一
時
、
工
業
が
蔑
閥
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
日
〈

『
東
岸
田
俗
は
古
よ
り
遺
徳
政
措
を
主
と
す
れ
E
も
、
厚
生
利
用
し
て

正
徳
を
以
て
之
を
幅
飾
す
る
は
一
一
一
代
政
措
白
本
領
な
り
。
官
時
に
迦
り

之
E
夷
者
ナ
る
に
、
鏡
冶
由
業
d
m
夙
に
興
れ
p
、
事
傭
し
て
鼎
鈍
を
誼

り
、
槌
位
し
て
斧
銀
傘
鍬
を
趨
り
、
刀
兎
針
釘
を
作
る
、
四
日
白
家
も

鈍
な
け
れ
ば
生
活
相
に
困
す
。
其
利
己
に
著
し
む
掠
る
に
中
世
よ
り
退

昔
に
風
し
た
る
は
、
葺
し
他
の
故
に
あ
ら
ず
e

工
誕
の
業
を
春
闘
岬
由
荏

巧
と
謀
認
し
、
元
高
工
は
民
加
を
且
L
岡
田
管
業
力
を
帯
す
必
要
目
噛

な
る
を
知
ら
ず
、
只
入
力
四
品
是
疲
ら
し
、
物
力
を
借
る
に
息
り
し
に

闘
る
な
p
』
{
第
三
師
、
一
一

O
丸
一
二

O
頁
)

と
。
工
業
を
蔑
酬
し
た
る
結
果
機
械
の
利
用
忙
後
れ
た
己
と
が

端
的
に
指
摘
き
れ
で
ゐ
る
と
い
ム
べ
き
で
あ
ら
う
。

ーー

商
業
に
つ
い
て

一
行
が
農
業
の
商
業
化

先
き
に
、

に
つ
い
て
考
へ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
農
・
工
を
問
は
宇
そ
D

奮
逮
に
市
揚
な
る
片
時
件
の
快
'
く
べ
か
ら
ざ
る
己
と
が
弐
D
如
く

設
か
れ
て
ゐ
る
。
目
く
『
米
欧
の
民
は
貿
易
を
以
て
最
要
の
務

第
宜
十
七
巻

七

第

披

七

め
と
す
、
是
東
洋
白
人
の
目
し
て
商
固
と
謂
ふ
所
在
り
。
然
ど

も
共
民
大
半
は
農
に
従
事
七
少
竿
は
工
に
従
事
す
。
商
は
百
人

中
に
五
六
人
に
す
ぎ
十

U

惟
農
売
り
主
た
る
も
の
ま
で
熱
心
に

物
産
の
裕
過
に
注
意
し
、
都
合
白
地
は
協
同
し
て
商
旋
商
舶
を

共
地
陀
臨
湊
せ
し
め
ん
と
と
を
希
ふ
は
、
東
洋
農
園
の
夢
忙
も

想
像
し
及
ぽ
ざ
る
所
た
り
」
(
第
一
鋼
、
セ
ニ
頁
)

I

t

。

商
業
と
稀
ず
る
も
、

一
行
が
最
も
着
目
し
た
の
が
外
岡
貿
易

ぎ。陀o 昔。物。の l で
す予U 入。はo産o事あ
。 る 。 、 のoはつ

貿 o 無。一。束た
易。物。用。の。にこ
のo 品o Cooみo突と
注oのo金。。のは
目。債o銀。共。如右
すo はo は。償。〈の
ベo大。彼。格。説引
昔。増。のo に。か用
は。あo手。ょ。れ文
tto るo ，"，0 り。てに
にo もo 落。て。ゐよ
あ。、ちo共o る つ
り。貨。、泊。。て
b 除。有o営o F"J も
第のo Rj。の。〈知
一領。のP物。『ら
向はo物。品。夫。れ
--ノ]、。品o J亡。合。る
四聖書。は。換。銀。が
こにo止t。る。も。、
5 す。手。とo亦o 己

と
。
と
れ
は
貨
幣
の
媒
介
に
よ
っ
て
財
貨
を
傾
値
な
き
所
よ
り

債
依
あ
る
所
へ
移
脚
七
、
以
て
園
高
を
増
進
す
べ
き
も
の
が
貿

易
で
あ
る
乙
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
己
の
透
明
が
関
内

商
業
に
も
遡
用
さ
る
べ
き
は
い
ふ
迄
も
た
い
と
乙
る
で
あ
う

て、

一
行
は
江
戸
時
代
以
前
の
商
業
・
貿
易
の
不
振
が
図
富
の



一
一
帯
迭
を
阻
止
し
た
こ
と
を
も
認
め
で
居
り
、
更
に
明
治
初
年
の

ryA
貨
流
向
に
開
誠
し
て
『
上
下
只
謂
ふ
、
金
銀
は
至
費
な
り
と
。

他
の
物
産
不
融
通
に
囚
て
闘
の
富
を
央
ム
年
に
幾
千
高
国
在
る

F 

主
知
ら
ざ
れ

E
も
.
脅
て
妥
ふ
己
止
な
〈
、
僅
々
の
貨
幣
外
国
忙

輸
出
す
れ
ば
、
顕
在
来
め
痛
恨
す
る
に
有
る
』
(
問
、
三
回
一
頁
)

と
評
し
て
ゐ
る
ロ

t

如
上
の
意
味
に
於
て
闘
宙
忙
五
大
の
聞
係
あ
る
外
岡
貿
易
の

振
興
が
、
農
・
工
業
の
護
逮
と
特
楼
離
る
べ
か
ら
ざ
る
閥
係
に

武つベあ
昔。きる
とり乙と

とo とと
高。には

金o つい
0-'。ν、.s，
資。て迄
本。『も
に。賞。た
も。易。ぃ
商t。の。 iJ'
しo道。
難。に'C:
L-o 於。tL
。てo )-

良名。共
賀穂。忙
はのof言
此周
名 用 所 の

ー を言目犠、暗重
をふ扇ん
午信寸τ

々
に
増
大
に
す
る
己
と
を
務
む
、
共
限
前
の
小
利
を
す
て
廠
み

ざ
る
は
、
鼠
を
此
資
本
に
積
め
ば
た
り
。
拙
商
は
反
て
名
様
を

す
て
小
利
を
接
取
す
。
数
年
聞
に
て
絞
十
れ
ぽ
優
劣
紅
き
に
似

、
た
れ

E
も
、
永
年
目
後
に
貧
富
天
淵
に
亙
る
は
比
々
み
友
然
り
』

と
説
昔
、
続
い
て
我
圏
在
臨
み
て
左
の
如
〈
蓮
べ
て
ゐ
る
。

『
我
日
本
附
近
年
蛤
て
件
凶
に
主
る
。
従
来
の
問
産
米
欧
人
に
珍
品
せ

ら
る
L

も
の
は
、
指
hr
一
周
す
る
に
勝
へ
ざ
る
ほ

E
な
れ
E
も
、
瞬
間
白

別
一
拍
相
勾

r於
け
る
円
本
艇
済
へ
白
内
省

制巻。布。地。寿司
、を。場。製o未

六厨oにo誼 o百
八め 01珂α白 0生

頁ずo格。需oぜ
) 、a;o用。さ事

骨F。有 oに。る
守ず o宅否。有言。fj:
て。 ;!"~O足。三

日o忍 oな m
に。にる原
1号。ょに肉
た Oるょに
るo 0 る よ
名。三，0 <6 
響。に二 c

もOはは一
白。 ~I (}論。は
損o前@主主。輪。
ず 0円。離。主主。
るノI、。頼。高。
に利。せo，j、。
ょをoずo張。
る事。、に O

E ひっ彼oて d
第、地。、
ー名O(DO彼ο

暗号

企
業
の
経
時
刊
に
つ
い
て

凡
そ
近
代
企
業
の
中
柑
的

企
業
に
異
る
貫
裂
な
る
特
色
の
一
つ
は
、
大
-
取
る
資
本
主
同
定

し
、
た
め
陀
収
支
鼠
径
を
相
常
長
期
に
亙
っ
て
考
量
す
ゐ
要
あ

り
、
従
っ
て
そ
の
経
国
首
が
科
串
性
・
計
韮
性
主
要
求
す
る
黙
に

一
行
は
己
の
馳
に
開
き
内
省
主
加
へ
た
。
党
づ
起
業
に

つ
い
て
は

あ
る
。『

岡
洋
人
の
事
業
を
起
す
、
其
目
前
見
を
立
る
と
き
に
甚
だ
周
物
に
思

慮
を
議
し
て
、
事
々
詳
細
闘
な
る
こ
と
、
暗

r日
本
人
と
民
劉
の
性
質
な

a。
其
成
果
あ
る
べ
し
と
す
れ
ば
、
排
形
・
固
棋
を
な
す
、
簡
設
を
書

立
て
、
曾
枇
を
募
り
、
蹴
金
を
集
む
‘
此
を
著
手
の
片
品
正
す
。
是
よ

り
免
許
を
う
け
、
但
木
屋
を
た
て
、
県
神
械
宇
一
す
え
、
南
三
一
年
白
星
霜
も

費

L
、
徐
々
と
事
業
に
か

h
m越
昔
を
謀
り
、
其
事
業
と
利
盆
と

m
計

算
に
よ
り
、
益
其
場
u
m
蒋
械
を
監
英
完
全
に
な
し
て
、
柴
替
を
世
に
一
市

す
に
は
抄
〈
も
十
年
白
功
程
を
担
る
こ
主
h
u
p
。
日
本
白
人
目
、
未
だ

剥
盆
を
起
す
の
質
際
に
建
せ
ず
、
利
採
は
非
易
に
悶
w
b
る
べ
き
も
の
と

思
町
、
俄
に
同
諭
見
を
起
し
、
忽
ち
骨
枇
争
設
け
、
火
急
に
事
業
を
眠

第
五
十
七
巷

第

蹴

七

七



/ 
1 

、k

明
治
相
年
に
於
け
る
日
本
線
冊
へ
の
内
省

概
げ
、
一
年
な
ら
ざ
る
に
引
踏
の
場
障
を
建
並
べ
、
人
目
に
陪
躍
す
る

頃
に
は
其
利
銭
円
買
際
は
巳
に
衰
械
に
徴
せ
り
。
是
人
集
の
一
清
撰
極
世

。
。
。
リ
。
δ

に
よ
あ
ル
」
瞳

E
も
、
貨
は
未
だ
利
純
白
艮
理
を
解
せ
ざ
る
に
出
る
、
此

僚
円
三
一
一
一
詩
を
玩
味
し
て
可
な
り
』
(
時
一
一
一
綱
、
二
一
五
六
頁
)
，

と
い
ひ
、
更
に
分
業
の
進
歩
と
こ
れ
を
綿
拐
す
べ
苦
闘
両
と
雛

形
の
車
安
な
る
こ
と

J
乞
纏
々
説
渇
せ
る
後
、
我
岡
在
来
の
艇

替
方
法
を
印
刷
み
て
、

『
高
邦
の
工
事
多
〈
担
函
な
る
は
、
共
原
則
特
訓
・
化
・
重
の
単
多
目

度
曜
に
暗
さ
に
よ
れ
い
と
も
、
畢
寛
は
間
引
僻
形
に
締
紳
を
用
ひ
費
用
を

榔
q

を
欲
ぜ
ず
、
一
念
品
に
博
品
ば
型
に
よ
り
て
意
想
を
同
し
、
大
略

慮
亙
れ
ば
山
ぱ
工
業
に
下
手
し
、
成
存
在
一
郷
に
試
み
、
成
ら
ず
し
て

家
を
側
る
も
の
比
々
み
な
掠
り
。
工
の
越
ま
ざ
る
は
、
査
し
此
に
本
づ

〈
。
い
明
術
の
聞
け
ざ
る
も
本
此
に
本
づ
〈
。
曾
て
之
を
許
す
、
血
眼
洲
町

民
は
性
質
魯
鈍
な
り
、
故
に
思
蹴
周
到
し
て
寛
に
励
す
べ
か
ら
ざ
る
業

を
成
就
す
、
日
本
の
品
目
性
質
機
敏
な
り
、
散
に
思
慮
を
川
ひ
る
を
厭

ひ
、
党
に
匙
歩
を
央
へ
り
。
岡
山
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
(
第
コ
綱
、

↓
問
主
頁
)

と
。
要
す
む
企
業
に
於
け
る
科
皐
性
白
紙
如
を
指
摘
せ
る
も
の

に
外
た
ら
な
い
。

以
上
、
経
内

h
心
事
川
引
に
つ
い
て
の
使
節
一
行
。
内
省
主
州

¥ 

第
五
十
七
巻

七
l川

背5

競

七，g 

由
唱
し
た
が

一
行
の
槻
察
は
吏
に
岡
氏
均
気
習
に
も
及
び
、
而

も
そ
れ
は
官
岡
強
兵
の
立
揚
か
ら
行
は
れ
た
。

一一一

E
れ

を

同

4
3
目
土
り
拍
記
す
る
に
、
例
へ
ば
某
公
開
を
見
山
唱
し
亡

『
東
四
件
の
風
俗
性
情
の
特
に
相
持
な
る
、
反
封
に
出
る
が
如
し
。
両

洋
人
は
品
川
交
を
禦
む
、
東
伴
人
は
之
を
仰
る
。
口
耳
蛸
附
町
一
時
暫
の
み
に

畠
ら
ず
。
抑
則
産
に
川
心
薄
〈
、
貿
易
を
不
急
に
す
る
に
よ
る
。
丙
伴

人
は
外
に
防
て
耀
遊
を
輔
君
む
、
是
一
小
巨
も
品
企
苑
を
修
わ
る
所
な

り
。
東
梓
人
は
室
内
に
あ
り
惰
周
ナ
る
を
柴
む
、
故
に
家
々
に
庭
闘
を

0

0

0

0

。
。
。

修
む
。
是
土
地
白
肥
癖
よ

p
生
ず
る
無
習
然
る
か
。
丙
洋
一
人
は
有
形
目

。
0

0

υ

。

。

0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
。

珂
串
を
勉
む
、
東
洋
人
は
無
形
の
盟
国
申
に
鷲
ず
。
岡
洋
附
民
の
貧
需
を

却
に
し
た
る
は
、
尤
此
輔
習
よ
り
生
ず
る
を
搭
ふ
な
り
』
(
第
一
綱
、
五

O
頁
)

と
い
ひ
、
縦
納
高
岡
崎
昨
町
見
脅
を
腕
察
し
て
は
.

'
 

『
夫
欧
洲
列
閣
の
大
小
相
分
る
、
英
・
悌
・
寓
・
地
H

・
境
町
大
川
問
あ
れ

ば
、
又
白
・
蘭
・
薩
・
瑞
・
挫
の
小
凶
あ
り
G

附
民
自
主
町
生
開
に
於

て
は
、
大
も
畏
る
に
足
ら
ず
、
小
も
侮
る
べ
か
ら

F
e
英
・
怖
雨
附
の

如
き
は
み
な
文
明
白
旺
な
る
所
に
て
、
ヱ
尚
批
判
秀
れ

E
も
、
同
ヰ
義
・

瑞
士
白
山
品
を
み
れ
ば
、
民
的
同
主
を
控
げ
各
良
質
を
親
蓄
す
る
こ
と

大
附
も
感
動
せ
ら
る
。
普
は
大
に
院
(
ザ
ク
セ
ン
阿
は
小
な
る
も
、
ヱ
蕗

に
於
て
は
相
謀
ら
ず
。
而
し
て
揮
酬
の
大
な
る
も
、
此
寺
田
凶
と
目
指

其
列
を
同
(
ナ
る
能
は
ず
、
聴
同
の
列
品
を
み
れ
ば
、
品
目
強

L
て
文
明

附
に
列
す
る
を
得
る
に
す
ぎ
ず
。
是
仙
な
し
、
民
に
自
主
的
精
神
乏
き

• 



に
よ
る
な
り
。
時
比
等
の
競
ひ
は
、
是
太
平
白
戦
争
に
て
、
開
明
の
世

に
最
も
要
請
の
事
な
れ
ば
、
掴
同
〈
性
志
す
べ
き
も
の
な
り
』
(
第
五
縮
、

ニ
頁
)

L
」
述
べ
て
、

二
闘
の
官
弧
に
岡
氏
の
白
主
的
精
一
川
、
換
言
す
れ

ば
創
立
が
如
何
に
京
市
主
で
あ
る
か
を
深
〈
内
省
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
米
欧
諸
岡
一
手
一
回
覧
し
て
我
岡
の
賞
情
を
臨
み
た
と

昔
、
一
行
の
胸
中
に
浮
ぴ
上
っ
た
我
関
経
消
強
迷
の
後
れ
た
欣

態
は
賞
記
著
大
で
あ
っ
た
。
農
工
業
の
世
代
化
、
貿
易
の
促
進
、

企
業
経
時
の
合
開
化
、
科
準
的
精
仙
川
乃
至
は
自
主
的
精
神
の
振

趨
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
刷
陀
及
ん
で
匙
歩
礎
建
を
閲
り
、
以
て
我

が
後
進
性
を
脱
却
し
て
外
岡
資
本
主
義
に
謝
抗
し
た
け
れ
ば
な

ら
む
己
止
が
痛
感
せ
ら
れ
た
。
寅
に
阿
々
た
る
近
代
的
生
陵
技

術
の
移
植
の
み
の
問
題
で
は
た
か
っ
た
。
か
〈
て
、
如
何
忙
し

て
速
か
に
富
岡
強
兵
の
貫
主
串
げ
る
か
の
問
題
の
解
決
の
た
め

に
、
産
業
・
教
育
共
他
あ
ら
ゆ
る
方
司
に
清
目
し
て
、
担
烈
た

る
殖
産
興
業
政
策
が
行
は
れ
る
こ
ん
と
に
た
っ
た
D
で
あ
る
。

明
治
初
年
に
於
け
る
日
本
親
掛
へ
の
内
省

ー'


